










































　会報第287(夏号)をお届けするにあたり、今号も大阪国際サイエンスクラブらしい、興味深く示唆
に富むご寄稿を掲載できましたことを、うれしく思っております。科学や技術の話題は、一見すると
専門的に感じられることもありますが、実は私たちの暮らしや社会の未来と深くつながっています。
本会報が、会員の皆さまにとって新しい気づきや交流のきっかけとなれば幸いです。

　今号では、建築を「完成した時点」で捉えるのではなく、その後の時間の流れや自然との関わり
の中で見つめ直す視点に触れることができました。形あるものがやがて変化し、次の価値へとつな
がっていくという考え方は、持続可能な社会を考えるうえでとても印象的です。また、私たちの身近
にある素材についても、工夫や技術によって環境負荷の低減や低炭素社会の実現に役立てていこ
うとする取り組みが紹介され、日常の中にある技術の力を改めて感じさせられました。

　こうした寄稿を拝見すると、未来をつくるのは特別な発明だけではなく、身近なものを見つめ直
す視点や、技術を丁寧に積み重ねていく姿勢なのだと感じます。

　7月は七夕をはじめ、夏空の広がりや木々の深い緑、蝉の声など、季節の移ろいを身近に感じられ
る時季です。日本には、こうした季節ごとの行事や風物を楽しみながら、人と人、人と自然とのつな
がりを大切にする良さがあります。本会報もまた、そんな夏の明るさの中で、新しい発想や会話が広
がる場でありたいと思っております。
　
　会員の皆さまには、今後とも各種行事への積極的なご参加と、会報へのご寄稿を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

広報委員　中村  和弘

編集後記

2026年 7月（R8）発行 大阪国際サイエンスクラブ　広報委員会 
大阪市西区靭本町1丁目8番4号 　［TEL］（06）6441-0458
［ホームページ］https://www.isco.gr.jp/
［E-mail アドレス］science@isco.gr.jp

－ 1 9－






